
 

 

下水道展'26東京で「パルテム L-UV工法」と 

「パルテム・フローリング工法－自立タイプ」を初公開しました。 
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2026 年 8 月 4 日から 7 日まで東京ビッグサイトで開催された「下水道展'26 東京」において、当社

パルテム部門は、「パルテム L-UV 工法」と「パルテム・フローリング工法－自立タイプ」を初公開しま

した。 

「パルテム L-UV 工法」は、老朽化した下水道管の内側にライナー（更生材）を設置し、光で硬化さ

せることで管路を更生する技術です。道路を大規模に掘削する必要がなく、従来の熱硬化工法と比較し

て硬化時間が短く、施工に必要な車両数を削減できるため、作業員の少人数化にもつながります。また、

ボイラー車を使用しないため燃料消費の低減が期待でき、施工時に蒸気が発生しないことから、環境に

も配慮した工法となっています。今後は市場投入に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

「パルテム・フローリング工法－自立タイプ」は、既設管の強度に依存することなく、新設管と同等

の強度を有する大口径の自立管を構築できる工法です。既存の「パルテム・フローリング工法」をベー

スに開発され、2026 年 3 月に建設技術審査証明を取得しました。既設管路内で組み立てたダブル形状

の鋼製リングに、高密度ポリエチレン製のかん合部材と表面部材を組み付け、表面部材と既設管との隙

間に充填材を注入することで、自立管として必要な強度を確保します。 

 

今回の下水道展では、多くのお客様に当社ブースへお立ち寄りいただき、両工法に対して大きな反響

をいただきました。近年、下水道施設の老朽化対策や道路陥没事故への対応に加え、下水道法改正など

を背景として、管路更生技術へのニーズは今後さらに高まるものと考えています。一方で、現場では多

様な施工条件に対応できる工法が求められています。当社は今後も技術・工法開発を推進し、社会イン

フラの健全化に貢献してまいります。 
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